
はじめに

本稿では George Cœde�s の校訂になる Pat
・
hamasambodhi の第14章

Parinibba�nakatha�の訳注研究の�として, 校訂本の236頁16行目から

241頁12行目までを訳出する
�

｡

舎利弗と目連を失った釈尊が, 舎衛城の東園鹿子母講堂において阿難

に対して自身の老いを示してから, ヴェーサーリーにおいてリッチャヴィ

人に法を説き, ｢象の眺め｣ によってヴェーサーリーに別れを告げ, チャー

パーラ・チェーティヤにおいて, 阿難に自身の延命の可能性をほのめか

し, マーラに３ヶ月後の般涅槃を約し, 捨寿行を行なうまでである｡

D��ghanika�ya 16, Maha�parinibba�na-suttanta (vol. II, pp.99-122) と

の注目すべき異同を示すならば, Maha�parinibba�na-s.では捨寿行の記

述の後に, ヴェーサーリーの大林重閣講堂に諸比丘を集めて３ヶ月後の

般涅槃を告げる段が置かれ, ｢象の眺め｣ によってヴェーサーリーを眺

めた後, バンダ村に向かう｡ しかし Pat
・
hamasambodhi では ｢象の眺め｣

の後に捨寿行を行ない, チャーパーラ・チェーティヤから (ヴェーサー

リーに戻ることなく) 直接バンダ村に向かうのである｡ またアンバパー

リーが登場せず, そのため釈尊は支障なくリッチャヴィ人からの翌日の

食事の招待を受ける｡

凡例

１. The Pat
・
hamasambodhi, ed by George Cœde�s, edition prepared

by Jacqueline Filliozat, PTS, 2003を底本とし, 異読の参照は同校
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Pat
・

hamasambodhi 第14章 Parinibba－nakatha－ 訳注研究�

岩 井 昌 悟

� The Pat
・

hamasambodhi, ed. by George Cœde�s, edition prepared by Jacqueline

Filliozat, PTS, Oxford, 2003, pp.236-241.



定本の脚注のものに限る｡

２. 異読の採用は以下の原則に則る｡

①固有名詞については, 異読の中に, より一般的な, または正しい綴

りが得られる場合は訂正し, 脚注に底本に挙がる形を示す｡ 異読に

なければそのままとし, 脚注に一般的な, または正しい綴りを＊を

付して示す｡

②固有名詞以外については, 異読の支持が得られる場合は, 訂正して

脚注にその旨を明記して底本の形を示す｡ 異読の支持なく emenda-

tion を施す場合, 本文に＊を付して訂正し, 脚注において底本中の

当該の語に下線を付す｡

３. 内容に関する注釈は和文に脚注を付す｡

４. [ ] 内の数字は校訂本の頁の数字を示す｡

５. 改行は適宜, 任意に行った｡

６. ( , ) ( . ) などの句読点は底本のままに記載して訂正は加えていな

い｡ しかし和訳においては必ずしもそれに従わない｡ ( : ) ではじま

るセリフについては ‶ " を補ってより明確を期した｡ ` ' は考え

た内容, または仮定されたセリフを示す｡

７. 本稿注に言及する D��ghanika�ya, Sam
・

yuttanika�ya (SN.), An
・

gutta-

ranika�ya (AN) などのパーリ聖典やアッタカターの引用および訳は

Chat
・
t
・
ha San・ga�yana Tipitaka Version 4.0 (CST4) (http ://www.tipitaka.

org/cst4 からダウンロード可) のテクストに基づいている｡ ただし頁は

PTS の該当箇所の頁で示す｡

XIV Parinibba－nakatha－ (承前)

tasmim
・

pana parinibbute dvi-aggasa�vake
�

bhagava�vigata-aggasa�-

vako ahosi. yatha�pana maha�jamburukkho parijin
・
n
・
o *pavana-bahalo

samuddhat
・
a-vit

・
apo

�
dve maha�sa�kha� pat

・
hamam

・
bhagga� evam eva

bhagava�*parijin
・
n
・
o
�

maha�jamburukkhopamo dve aggasa�vaka�maha�s-
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� dvi-aggasa�vake. 底本は dve aggasa�vake. 単数扱いされているため, 異読 (C) を採用す

るほかはない｡

� pavana-*bahalo samuddhat
・
a-*vit

・
apo. 底本は parijin

・
n
・
opavana-bahala-samuddhat

・
a-vitapo.



a�khu�pama�[237] vipatti-pavana-*sam��rita�
�

pat
・
hamam

・
patanti

�
.

その二大弟子が般涅槃した時に, 世尊は主要弟子を失った｡ あたかも

老朽した大ジャンブ樹が, 風に満たされて, 枝を引き抜かれ, 二本の

大きな枝が最初に折れるのとまったく同様に, 大ジャンブ樹のような世

尊は年老い, 大枝のような二大弟子が, 失壊の風に揺れて, 最初に落ち

た
�

｡

*patite
�

pana dvi-aggasa�vake
�

maha�sa�kha�sam
・
kha�te bhagava�vigatasobha�

ahosi. yatha� pana cakkavattira�ja� vigataparina�yako tatha� bhagava�

vigata-aggasa�vako. avasit
・
t
・
ho yeva a�nando eko *sam��pe

	
t
・
hito cha�ya�

viya bhagavato sar��ram・ avijahanto.

大枝と称される二大弟子が落ちた時に, 世尊は光輝を失った｡ まるで
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 *parijin
・
n
・
o. 底本は parijin

・
n
・
a- とする｡

� -*sam��rita�. 底本は -samirita�とする｡

� ここを章の切れ目とする異読が２つある｡ dve aggasa�vakaparinibba�naparivutto (P0),

nitthito pathamasambodhidesa�no dve aggasa�vakaparivatto nit
・
t
・
hito (P4).

� SN.047-013 (vol. V, p.163): seyyatha�pi, a�nanda, mahato rukkhassa tit
・
t
・
hato sa�ravato yo

mahantataro khandho so palujjeyya ; evam eva kho a�nanda, mahato bhikkhusan・ghassa

tit
・
t
・
hato sa�ravato sa�riputto parinibbuto.

あたかも大きな, 心材を有する大樹がたっていて, そのより大きな幹から先に折れる

ように, まさにそのように, 阿難よ, 核を有する大いなる比丘サンガがあって, 舎利弗

が般涅槃した｡

上記の SN.047-013の文章について SN-at
・
t
・
hakatha�(vol.Ⅲ, p.224) は, 比丘サンガを大

ジャンブ樹 (maha�jamburukkha) に喩え, 舎利弗を右枝に喩えている｡

evam eva kho ti ettha yojanasatubbedho maha�jamburukkho viya bhikkhusan・gho

tassa dakkhin
・
adisam

・
gato pan�n�a�sayojaniko maha�khandho viya dhammasena�pati.

tasmim
・

maha�khandhe bhinne tato pat
・
t
・
ha�ya anupubbena vad

・
d
・
hitva�pupphaphala�d��hi

tam
・

t
・
ha�nam

・
pu�retum

・
samatthassa an�n�assa khandhassa abha�vo viya there

parinibbute sol
・
asannam

・
pan�n�a�nam

・
matthakam

・
pattassa an�n�assa dakkhin

・
a�sane nis��

danasamatthassa sa�riputtasadisassa bhikkhuno abha�vo.

まさにそのように, とは, ここで比丘サンガが100由旬の高さの大ジャンブ樹のようで

あり, 法将軍 (舎利弗) が, その右方の50由旬の大枝のようである｡ その大枝が折れて,

その後, 次第に成長して花・果実などによってその地位を満たすことができる幹が他に

ないように, [舎利弗] 長老が般涅槃した時, 16の智慧の頂上に到達した, 右座に坐るこ

とができる舎利弗のような比丘は他にいなかった｡

下線を付した ｢16の智慧｣ については拙稿 ｢パーリ十六慧と北伝 ｢～慧者｣ リストの

対応関係｣ 『日本仏教学会年報』 第73号, 2008年, pp.71-94 (L) 参照｡

� *patite. 底本は patante.

� dvi-aggasa�vake. 底本は dve aggasa�vake. 本稿注２参照｡

	 *sam��pe. 底本は samipe.



転輪聖王が将軍 [宝] を失ったように, 世尊は主要弟子を失った｡ 阿難

ひとりだけが残され, 影のように世尊の體を離れずに, 近くにあった｡

bhagava�ekadivasam
・

jetavanato gantva�pubba�ra�me miga�rama�tuya�

pa�sa�de viharanto sa�yan
・
hasamaye pat

・
isalla�na� vut

・
t
・
hito pa�sa�dassa

pacchimadisa�bha�ge nisinno hoti. a�yasma� a�nando bhagavantam
・

pit
・
t
・
him

・
ota�payama�nam

・
disva� a�gantva� vanditva� bhagavato pit

・
t
・
him

・

parimajjanto nis��di. so bhagavato pit
・
t
・
him

・
parimajjanto dvinnam

・

am
・
saku�t

・
a�nam

・
antare *suvan

・
n
・
apatta�vat

・
t
・
am

・
viya kesaggappama�n

・
am

・

*valiya�vat
・
t
・
am

・

�
disva�*san�ja�tabalavasam

・
vego

�
`evaru�pe na�ma sar��re

*jara�pan�n�a�yi
�
' ti. thero jaram

・
garahanto bhagavantam etad avoca :

�
世尊はある日, 祇園から出て, 東園鹿子母講堂に住し, 夕方に独坐

から立って, 講堂の西側に坐っていた
	

｡ 長老阿難は, 世尊が背中を陽に

さらしている



のを見て, やってきて, 礼拝し, 世尊の背中をさすりなが
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� *suvan
・
n
・
apatta�vat

・
t
・
am
・

viya kesaggappama�n
・
am
・

*valiya�vat
・
t
・
am
・
. 底本は suvan

・
n
・
apattam

・
viya kesaggappama�n

・
am
・

vallivan・kam
・
. なお本稿注17を参照のこと｡

� *san�ja�tabalavasam
・
vego. 底本は bahalasan�ja�tasam

・
vego. 異読 balavasan�ja�(C) を参考に

して訂正する｡ なお本稿注17を参照のこと｡

� 底本は evaru�pe na�ma sar��re pan�n�a�yi. 欠落している jara�を補う｡ 註17参照｡

� 以下の記述は SN.048-041 (vol. V, p.216) にある｡

	 SN.048-041の註に次のようにある｡

SN-A (vol. III, p.243) paccha�tape ti pa�sa�daccha�ya�ya puratthimadisam
・

pat
・
icchannatta�

pa�sa�dassa pacchimadisa�bha�ge a�tapo hoti, tasmim
・

t
・
ha�ne pan�n�attavarabuddha�sane

nisinno ti attho.

｢西の暖かい所に……｣ とは講堂の陰によって東側は覆われているので, 講堂の西側が

暖かいのである｡ そこに用意された最上の仏座に坐ったという意である｡


 SN.048-041の註に次のようにある｡

SN-A (vol. III, p.243) pit
・

t
・

him
・

ota�payama�no ti yasma� samma�sambuddhassa pi

upa�dinnakasar��re un
・
haka�le un

・
ham

・
hoti, s��taka�le s��tam

・
, ayan�ca himapa�tas��tasamayo.

tasma�maha�c��varam
・

ota�retva�su�riyarasm��hi pit
・
t
・
him

・
ota�payama�no nis��di.

kim
・

pana buddharasmiyo madditva� su�riyarasmi anto pavisitum
・

sakkot��ti? na

sakkoti. evam
・

sante kim
・

ta�pet��ti? rasmitejam
・
. yath' eva hi t

・
hitamajjhanhike parima-

n
・
d
・
ala�ya cha�ya�ya rukkhamu�le nisinnassa kin�ca�pi su�riyarasmiyo sar��ram

・
na phusanti,

sabbadisa�su pana tejo pharati, aggija�la�hi parikkhitto viya hoti, evam
・

su�riyarasm��su

buddharasmiyo madditva� anto pavisitum
・

asakkun
・
ant��su pi sattha� tejam

・
ta�pento

nisinno ti veditabbo.

｢背中を [陽に] さらしつつ｣ とは, 等正覚者が取った身体も暑い時には熱くなり, 寒

い時には冷たくなる｡ これは雪の降る寒い季節であった｡ それゆえ大衣をおろして太陽

光に背中をさらしつつ坐っていた｡



ら坐った｡ 彼は世尊の背中をさすりながら, 両肩の間に黄金の鉢の渦の

ような, 毛先ほどの [細さの] すじの渦 (皺のこと) を見て, ｢このよ

うな [世尊の] 御身体に老いが見られようとは｣ と強烈な戦慄を生じ
�

,

[阿難] 長老は, 老いを非難しながら, 世尊にこう言った｡

‶acchariyam
・

bhante *abbhutam
・

�
bhante na cev' ida�ni bhante

tatha�gatassa ka�yo parisuddho chavivan
・
n
・
o pariyoda�to sithila�ni ca te

�

gatta�ni susan
・
t
・
hitaval��ja�ta�ni purato ca bhante ka�yo pabbha�ro" ti sutva�

bhagava�etad avoca
�
:

｢尊師よ, 不思議なことです｡ 尊師よ, めずらしいことです｡ 尊師よ,

今, 如来のお身体は清浄でなく, お肌の色は浄潔ではありません｡ そし

て皺が深くきざまれたあなたの肢体は力がなく, そして尊師よ, お身体

は前に傾いています｣ と聞いて, 世尊はこう言った｡

‶evam eva a�nanda jara�dhammo yobbane bya�dhidhammo a�rogye

maran
・
adhammo j��vite na cev' ida�ni a�nanda tatha�gatassa ka�yo

parisuddho chavivan
・
n
・
o pariyoda�to sithila�ni ca me gatta�ni susan

・
t
・
hita-

val��ja�ta�ni purato ca [238] a�nanda
�

ka�yo pabbha�ro dissati indriya�nam
・

an	n	athattam
・

cakkhundriyassa sotindriyassa gha�nindriyassa jivhindri-
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(問) ブッダの光を突き破って, 陽光が中に差し込むことができるのか？ (答) できな

い｡ (問) それならば何が暖めるのか？ (答) 光の熱である｡ 正午に樹下の円い陰に坐っ

ている者の身体には, たとい太陽光が触れることはなくても, 熱は一切の方向に遍満す

る｡ まるで火焔に囲まれたように｡ このように太陽光はブッダの光を突き破って中に差

し込むことはできなくとも, 師は熱を熱して坐っていたと知るべきである｡

� SN.048-041の註に次のようにある｡

SN-A (vol. III, p.244) : acchariyam
・

bhante ti thero bhagavato pit
・
t
・
hito maha�c��varam

・
ota�retva�nisinnassa dvinnam

・
am
・
saku�t

・
a�nam

・
antare suvan

・
n
・
a�vat

・
t
・
am
・

viya (T��ka�: suva-

n
・

n
・

a�vat
・

t
・

am
・

viya� ti acche suvan
・
n
・
apatte vinivatta-a�vat

・
t
・
am
・

viya) kesaggappama�n
・
am
・

valiya�vat
・
t
・
am
・

disva�̀ evaru�pe pi na�ma sar��re jara�pan	n	a�yat��' ti san	ja�tasam
・
vego jaram

・
garahanto evam a�ha. garahanacchariyam

・
na�ma kir' etam

・
.

｢尊師よ, 不思議なことです……｣ とは [阿難] 長老は背中から大衣をおろして坐って

いる世尊の両肩の間に, 黄金の [鉢に見られる削り出し痕の] 渦巻きのような, 髪先ほど

の [細さの] すじの渦 (皺のこと) を見て, ｢このような [仏の] 身体にも老いが見られ

ようとは｣ と戦慄を生じ, 老いを非難してこのように ｢尊師よ, 不思議なことです｡ ……｣

と言った｡ これは ｢非難の驚愕｣ (garahanacchariya) であると伝えられる｡

� *abbhutam
・
. 底本は abbhu�tam

・
.

� te. 底本は bhante. 異読 (C) を採用する｡

� 底本に欠落している etad avoca を異読 (C) によって補う｡

� a�nanda. 底本は me. 異読 (CI H P0) を採用する｡



yassa ka�yindriyassa�" ti

｢阿難よ, 確かにそうだ｡ 若さに老法があり, 健康に病法があり, 寿

命に死法がある｡ 阿難よ, 如来の身体は清浄でなく, 肌の色は輝いてい

ない｡ そして皺が深くきざまれた私の肢体は力なく, そして阿難よ, 身

体は前に傾いている｡ 眼根・耳根・鼻根・舌根・身根の諸根には変異が

見られる｣ と｡

‶aham
・

a�nanda etarahi jin
・
n
・
o vuddho mahallako addhagato vayo-

anuppatto
�

as��ti-a�yuko pavattati seyyatha�pi a�nanda jarasakat
・
am

・

�
vel

・
u-

missakena ya�peti evam eva kho a�nanda sama�dhimissakena me ka�yo

ya�peti tasma�t ih' a�nanda
�

attadipa�viharatha attasaran
・
a�anan�n�asaran

・
a�

dhammasaran
・
a�" ti. evam

・
bhagava�therassa jaram

・
attano deseti. desan

a�pariyosa�ne bahu�nam
・

devata�nam
・

tattha dhamma�bhisamayo ahosi.
�
[世尊はさらにつづけて] ｢阿難よ, 私は今, 年老い, 年たけ, 老い

ぼれて, 年を重ね, 老齢に達して, 80歳になった｡ 阿難よ, あたかも古

い車が, 竹紐で結ぶことで
	

なんとか使用に耐えるように, まさにそのよ

うに, 阿難よ, 三昧で結ぶことで私の身体はなんとか持ちこたえている

のだ



｡ それゆえ, 阿難よ, 自身を島として, 自身を帰依処とし, 他のも
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� vayo-anuppatto. 底本は vayo anuppatto と切っている｡

� jarasakat
・
am
・
. 底本は jarasakat

・
am
・

va�とする｡ 異読 (C) にしたがって va�を削除する｡

� tasma�tiha�nanda. 底本は tasma�giha�nanda. 異読 (H P0) を採用する｡

� 以下の釈尊の言葉は Maha�parinibba�na-s. (vol. II, p.100) の他に SN.047-009 (vol. V, pp.

153-154) にもある｡ この言葉は Maha�parinibba�na-s.と SN.047-009の文脈では, 竹林村

(Bel
・
uvaga�maka) において病にかかった釈尊が留命行によって病を克服した直後に語ら

れる｡

	 vel
・
umissakena. 異読に veddhumissakena (C) がある｡ これを*vedhamissakena と読め

ば vedha=vegha (革紐) であるから ｢革紐で修繕することで｣ となる｡


 アッタカターには以下のようにある｡

DN-at
・

t
・

hakatha�(vol. II, p.548) と SN-at
・

t
・

hakatha�(vol. III, p.204) : vet
・

hamissakena�ti

ba�habandhacakkabandha�dina�pat
・
isan・kharan

・
ena vet

・
hamissakena. . . . . . . arahattaphalave-

t
・
hanena catu-iriya�pathakappanam

・
tatha�gatassa hot��ti dasseti.

｢巻布で結ぶことで｣ とは [車の] 腕を結ぶ, 車輪を結ぶなどの修繕によって [の意味

で] ｢巻布で結ぶことで｣｡ ……阿羅漢果という巻布で結ぶことで如来の四威儀路 (行住

坐臥) の営みがあるということを示す｡

Uda�na-at
・

t
・

hakatha�(p.330) : iti bodhimu�le yeva avassat
・
t
・
habhavasan・kha�ro bhagava�

vekhamissakena viya jarasakat
・
am
・

sama�pattivekhamissakena attabha�vam
・

ya�pento pi

ito tema�sato uddham
・

sama�pattivekham assa na dassa�m��ti cittuppa�danena a�yu-san・k-

ha�ram
・

ossaj��ti.



のを帰依処とせず, 法を帰依処としなさい｣ と｡ このように世尊は [阿

難] 長老に自身の老いを示した｡ 説示の終わりに多くの神々にその場で

法の現観が生じた｡

punadivase bhagava�sa�vatthiyam
・

pin
・
d
・
a�ya caritva�katabhattakicco

pan�cabhikkhusatehi saddhim
・

yena vesa�l�� tena gantva� maha�vane

ku�t
・
a�ga�rasa�la�yam

・
viharanto, . . . . . .

翌日, 世尊は舎衛城において行乞し, 食後に500の比丘とともにヴェー

サーリーに行って, 大林重閣講堂に住しつつ……
�

. . . . . . atha te lacchavira�ja�no
�

bhagavato a�gamanassa pavuttim
・

sutva�

d��pa-dhu�pa-gandha-ma�la�d��ni gahetva�a�gantva�bhagavantam
・

pu�jetva�

vanditva�dhammassa savanattha�ya nis��dim・ su. tato bhagava� tesam
・

dhammam
・

desetva�, desana�pariyosa�ne . . . . . .

それから, ラッチャヴィ族
�

の王族たちは世尊が到来したことを聞きつ

けて, 灯明・煙・香・花輪などを手にやってきて, 世尊を敬い, 礼拝し,

法を聞くために坐った｡ それから世尊は彼らに法を説示し, 説示の終わ

りに……
�

. . . . . . atha te ra�ja�no bhagavantam
・

sva�tana�ya nimantesi
	
. bhagava�tesam

・

anukampa�ya tun
・
hibha�vena pat

・
iggahetva�pa�to vut

・
t
・
ha�ya pan�cabhikkhu-

satehi parivuto vesa�linagaram
・

pavisitva�



antonagare bhattakiccam
・

katva�,

katabhattakicco
�

tesam
・

dhammam
・

desetva�ova�dam
・

datva�bhikkhusam
・
-

ghaparivuto nagarato nikkhamitva�nagaradva�re t
・
hatva�: ‶idam

・
pacchima-
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以上のように菩提樹下で有行を捨てた世尊は, 革紐で結ぶことで車を動かすように,

等至という革紐で結ぶことで自体を動かしながらも, ｢今より３ヶ月後には, 等至という

革紐の結びを自体に認めない｣ との心を起こして寿行を捨てた｡

Pat
・

hamasambodhi の sama�dhimissakena ｢三昧で結ぶことで｣ という表現は, 後者に

近いであろうか｡

� 直後に atha がつづくため, テクストの混乱か欠落が予想される｡

� *licchavira�ja�no.

� 正しくは ｢リッチャヴィ族｣ である｡

� ここにもテクストの混乱か欠落が予想される｡ ｢彼らを預流果…に安立させた｣ といった

文が相応しい｡

	 nimantesi. 底本は nimantetva�, とする｡ 異読 (CI H) を採用する｡


 pavisitva�. 底本は pav��sitva�. 異読 (H P0) を採用する｡

� katabhattakicco. 底本は katabhattakicco bhagava�. 異読 (C) により不要な bhagava�を

削除する｡



kam
・

vesa�li-nagaram
・

�
passa�m��" ti sakalasar��ren' [239] eva parivattitva�

na�ga�valokena oloketva�
�

tam
・

t
・
ha�nam

・
na�ga�valokacetiyam

・
na�ma dassetva�

tato maha�vanam
・

gantva�a�nandam
・

etad avoca :

それから彼ら王たちは世尊を翌日の [食事に] 招いた｡ 世尊は彼らへ

の憐みから沈黙によって受け, 早朝に立って, 500の比丘に囲まれてヴェー

サーリーの都に入り, 都の中で食事をしてから, 食後に彼らに法を説示

し, 教誡を与え, 比丘サンガに囲まれて都から出て, 都の門のところで

立ち止まり, ｢これが最後である｡ ヴェーサーリーの都を私は見る
�

｣ と

[言って], 身体全体で向きを変え, 象の眺めによって眺めて, その場所

を示して ｢象の眺めのチェーティヤ｣ とし, それから大林に行って阿難

にこう言った｡

‶gan
・
ha�hi a�nanda nis��danam・ yena

�
pa�va�lan�

	
cetiyam

・
ten' upasan・ka-

missa�mi diva�viha�ra�ya�" ti. atha a�yasma�a�nando : ‶sa�dhu bhante" ti

nis��danam・ a�da�ya bhagavantam
・

pit
・
t
・
hito anubandhi.



｢阿難よ, 坐具をもて｡ 私は昼の休息のためにパーヴァーラ

�

・チェー

ティヤに行く｣ と｡ それから阿難長老は ｢尊師よ, 承知しました｣ と

[言って], 坐具をもって世尊の後に随った｡

atha kho bhagava�yena pa�va�lan�cetiyam
・

ten' upasan・kamitva�pan�n�atte

a�sane nis��di. thero bhagavantam
・

vanditva�ekamantam
・

nis��di. ekamantam
・

nisinnam
・

a�yasmantam
・

a�nandam
・

bhagava�etad avoca :

それから世尊はパーヴァーラ・チェーティヤに近づいて, 用意された

座に坐った｡ [阿難] 長老は世尊を礼拝して, 一方に坐った｡ 一方に坐っ
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� vesa�linagaram. 底本は vesa�lim
・

nagaram
・
. 異読 (CI P0) を採用する｡

� na�ga�valokena oloketva�. 底本は na�ga�valoketva�. 異読 (CI H) に従う｡ ただし ｢象の眺

め｣ は na�ga�palokita (na�ga�valokita) であり, 正しくは na�ga�valokitena oloketva�とある

べきであろう｡

� Maha�parinibba�na-s. (vol. II, p.122) では idam
・

pacchimakam
・

, a�nanda, tatha�gatassa

vesa�liya�dassanam
・

bhavissati. ｢阿難よ, これは如来がヴェーサーリーを眺める最後に

なるであろう｣｡

� yena. 底本は yena ca. 異読 (C) によって ca を削除する｡

	 *ca�pa�lan�.


 以下の記述は Maha�parinibba�na-s. (vol. II, p.102), SN.051-010 (vol. V, p.258), AN.008-

007-070 (vol. IV, p.308), Uda�na 006-001 (p.62) に対応する｡

� 正しくは ｢チャーパーラ｣ である｡



た阿難長老に, 世尊はこう言った｡

‶raman
・�
�ya�a�nanda vesa�l��raman

・�
�yam

・
gotaman�cetiyam

・
raman

・�
�yam

・

pa�va�lan� cetiyam
・

yassa kassaci a�nanda catta�ro iddhipa�da� bha�vita�

bahul��kata�
�

ya�nikata�vatthukata� anut
・
t
・
hita�paricita�susama�raddha�so

a�kan・khama�no a�nanda kappam
・

va�tit
・
t
・
heyya kappa�vasesam

・
va�katame

catta�ro iddhipa�da�chandiddhipa�do viriyiddhipa�do cittiddhipa�do vimam
・
-

siddhipa�do ce" ti.

｢阿難よ, ヴェーサーリーは楽しい｡ ゴータマ・チェーティヤは楽し

い｡ パーヴァーラ・チェーティヤは楽しい｡ 阿難よ, 誰であれ, 四神足

を修習し, 多修し, 乗り物のように行ない, 礎のように行ない, 確立し,

積み重ね, よく努めたものは, 望むならば, 阿難よ, 一劫もしくは劫の

残りの間, 留まることができる｡ 四神足とは何か｡ 意欲神足と精進神足

と心神足と観察神足とである｣ と｡

evam
・

thero bhagavata�ol
・
a�rike nimitte obha�se kariyama�ne na�sakkhi

pat
・
ibujjhitum

・
. na bhagavantam

・
ya�cati : `tit

・
t
・
hatu bhante bhagava�

kappam
・
, tit

・
t
・
hatu sugato kappam

・
bahujanahita�ya bahujanasukha�ya

loka�nukampa�ya attha�ya hita�ya sukha�ya devamanussa�nan' ti.

このように [阿難] 長老は世尊によって大まかなほのめかし・暗示が

なされている時に, 気が付くことができなかった
�
｡ 世尊に ｢尊師よ,

世尊は一劫の間お留まりください｡ 善逝は, 一劫の間お留まりください,

多くの人々の利益のため, 多くの人々の楽のため, 世に対する憐みのた

め, 天・人の利益・楽のために｣ と懇請しなかった｡

kasma� thero bhagavantam
・

na ya�cati, ma�rena pariyut
・
t
・
hitacitto

tasma�bhagavantam
・

na ya�cati. evam
・

thero bhagavata�dutiyam pi

tatiyam pi ol
・
a�rike nimitte obha�se kariyama�ne pat

・
ibujjhitum

・
na�sakkhi.

どうして [阿難] 長老は世尊に懇請しなかったのか｡ マーラによって

心が憑依されていたからである｡ それゆえ世尊に懇請しなかった｡ この

ように [阿難] 長老は世尊によって２回目にも３回目にも大まかなほの

めかし・暗示がなされている時に, 気が付くことができなかった｡
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� bahul��kata�. 底本は bahulikata�. 異読 (CI) を採用する｡

� pat
・
ibujjhitum

・
. Maha�parinibba�na-s. (vol. II, p.103) と SN.051-010 (vol. V, p.260) は

pat
・
ivijjhitum

・
(洞察する) とする｡



tato bhagava�a�yasmantam
・

[240] a�nandam
・

etad avoca : ‶gaccha�hi

a�nanda vivekam
・

nis��da�h��" ti pesesi. atha�yasma�a�nando bhagavato

vacanam
・

sutva�ut
・
t
・
ha�ya�sana�bhagavantam

・
vanditva�avidu�re an�n�ata-

rasmim
・

rukkhamu�le vivekattha�ya nis��di.

それから世尊は長老阿難にこのように言った｡ ｢阿難よ, 行きなさい｡

ひとりで坐っていなさい｣ と命じた｡ そこで長老阿難は世尊の言葉を聞

いて座から立ち, 世尊を礼拝して, 近くのとある樹の下に独住のために

坐った｡

tasmim
・

a�nande gacchante tada�ma�ro yena bhagava�ten' upasan・kami,

upasan・kamitva�ekamantam
・

at
・
t
・
ha�si. ekamantam

・
t
・
hito kho ma�ro bhaga-

vantam etad avoca : ‶parinibba�natu da�ni bhante bhagava�parinibba�-

natu da�ni bhante sugato" ti bhagavantam
・

ya�ci.

その時阿難が立ち去るや否や, マーラが世尊に近づいた｡ 近づいてか

ら一方に立った｡ 一方に立ったマーラは, 世尊にこのように言った｡

｢尊師よ, 世尊は今すぐに般涅槃してください｡ 尊師よ, 善逝は今すぐ

に般涅槃してください｣ と世尊に懇請した｡

ayam
・

kira ma�ro bhagavato abhisambodhito pat
・
t
・
ha�ya at

・
t
・
hame satta�he

ajapa�lanigrodhamu�le yeva nisinnam
・

bhagavantam
・

disva� a�gantva�:

‶bhante tumhe pa�ramiyo pu�rento sabban�n�uta�n�a�n
・
am

・
icchanto ida�ni

sabban�n�uta�n�a�n
・
am

・
labhitva�kim at

・
t
・
ham

・
lokahitam

・
karotha ma�atta�-

nam
・

kilamatha tasma�bhante ajja parinibba�naka�lo" ti bhagavantam
・

ya�ci.

伝えられるところでは, このマーラは, 世尊の成道後第８週に, ちょ

うどアジャパーラニグローダ樹下に坐っていた世尊を見て, 到来し,

｢尊師よ, 諸波羅蜜を満たしつつ, 一切知性智を望んでいた汝は, 今や

一切知性智を獲得しおわり, 何のために世の利益をなすのか｡ 自身を疲

れさせることはない｡ それゆえ尊師よ, 今日が般涅槃の時です｣ と世尊

に懇請した
�

｡
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� 成道直後の釈尊にマーラが入滅を勧める件は SN.004-003-004 (vol. I, p.122) : 『雑阿含経』

246 (大正02 p.059上) にもある｡ また Maha�parinibba�na-s. (vol. II, p.104) の記事もこ

れを前提にして理解すべきである｡ 註によればこれは梵天勧請の後に位置する｡ 片山一

良 『長部 (ディーガニカーヤ) 大篇Ⅰ』 大蔵出版, 2004年, p.374, 補注27参照｡



tada�karun
・
a�dhiko bhagava�ma�rassa vacanam

・
sutva�‶na ta�va�yam

・

parinibba�naka�lo" ti ‶ya�va na me sa�vaka�bhikkhu-bhikkhuni-upa�saka-

upa�sika�viyatta�vin��ta�visa�rada�bahussuta�dhammadhara�dhamma�-

nudhammapat
・
ipanna�anudhammaca�rino a�cariy-upajjha�yassa santika�

sikkham
・

gahetva�a�cikkhissanti desessanti pan�n�a�pessanti vibhajissanti

uppannam
・

parappava�dam
・

sahadhammena suniggahitam
・

niggahitva�

sappa�t
・
iha�riyam

・
devamanussa�nam

・
dhammam

・
desessanti na ta�va�ham

・

parinibba�yissa�m��" ti [241] bhagava�ma�ram
・

pat
・
ikkhipi.

その時, 悲が優勢になった世尊はマーラの言葉を聞いて ｢まだ涅槃の

時ではない｣ と [言ってさらに] ｢私の弟子たち, すなわち比丘・比丘

尼・優婆塞・優婆夷たちが, 聡明となり, 教導され, 自信をもち, 多聞

となり, 持法者となり, 法の随法を実践し, 随法行者となり, 阿闍梨と

和尚のもとで学び, 告げ, 示し, 知らしめ, 分析し, 生じた異論を理に

かなった [言葉] によって折伏してよく折伏されたものとし, 天と人と

に神変をともなう法を説くようになるまで, それまでは私は般涅槃しな

いであろう｣ と [言って] 世尊はマーラを拒絶したとのことである｡

evam
・

ma�ro bhagavato abhisambodhito pat
・
t
・
ha�ya anugantva�ya�va

pa�va�lacetiya�bhagavantam
・

parinibba�nam
・

ya�ci.

このようにマーラは世尊の成道後から, パーヴァーラ・チェーティヤ

までつきまとい, 世尊に般涅槃を懇請した｡

atha kho bhagava�ma�ram etad avoca: ‶ma�ra ma�dukkhi dummano

'si na ciram
・

tatha�gatassa parinibba�nam
・

bhavissati, ito tin
・
n
・
am

・
ma�sa�-

nam
・

accayena parinibba�yissa�m��" ti. sutva�ma�ro : ‶sa�dhu sa�dhu bhante"

ti p��tisomanasso tatth' eva antaradha�yi.

それから世尊はマーラにこう言った｡ ｢マーラよ, 苦しみ憂うること

なかれ｡ 久しからずして如来の般涅槃があるであろう｡ これより３ヶ月

の後に私は般涅槃するであろう｣ と｡ [これを] 聞いて, マーラは ｢よ

いかな｡ よいかな｡ 尊師よ｣ と歓喜して, その場で消え失せた｡

atha bhagava�pa�va�lacetiye va *ma�ghapun
・
n
・
amadivase

�
n�a�n

・
avajirena

attano a�yusam
・
kha�ram

・
paricchinditva�osajji. osajjite bhagavata�a�yusa-
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� *ma�gapun
・
n
・
amadivase. 底本は ma�gapun

・
n
・
am��divase.



m
・
kha�re tada�dasasahassalokadha�tu kampittha maha�bhu�mica�lo ahosi

bhim
・
sanako. devadundubhiyo ca phalim

・
su. megho gajjitam

・
gajji ak-

a�lavijjullata�niccharim
・
su
�

khan
・
ikavassam

・
vassi. aneka�ni acchariya�ni

uppajjim
・
su.

それから世尊はパーヴァーラ・チェーティヤにおいて, マーガ月の満

月の日に智慧の金剛によって自身の寿行を限定し, 捨てた
�

｡ 世尊が寿行

を捨てた時, その時, 一万の世界が震動した｡ 恐ろしい大地震が生じ,

天鼓 (雷) が破裂した｡ 雨雲が雷鳴を発し, 時ならぬ稲妻が走り, 刹那

的な雨が降った｡ 数々の稀有なことが起きた｡
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� niccharim
・
su. 底本 niccharimsu. 誤植であろう｡

� マーガ月の満月の日は, 般涅槃の日であるヴェーサーカ月の満月の日を２月15日とする

なら, 11月15日にあたり, 般涅槃のちょうど３ヶ月前である｡

なお DN-at
・

t
・

hakatha�(II 556), SN-at
・

t
・

hakatha�(III 253), AN-at
・

t
・

hakatha�(IV 152),

Uda�na-at
・

t
・

hakatha�(p.327) に以下のように註釈されている｡

sato sampaja�no a�yusan
・

kha�ram
・

ossaj��ti satim
・

su�pat
・
t
・
hitam

・
katva�n�a�n

・
ena paricchinditva�

a�yusan・kha�ram
・

vissaji pajahi. tattha na bhagava�hatthena led
・
d
・
um
・

viya a�yusan・kha�ram
・

ossaji, tema�samattam eva pana sama�pattim
・

sama�pajjitva�tato param
・

na sama�pajjissa�m��

ti cittam
・

uppa�desi.

｢正念正知にして寿行を捨てた｣ とは, 念を確立し, 智により限定して, 寿行を放った,

捨てた｡ その際, 世尊は手で土塊を投げ捨てるように寿行を捨てたのではなくて, ｢３ヶ

月だけ等至に入り, それ以後は入らないようにしよう｣ との心を起こした｡


